
非
農
地
対
象
地
の
縦
覧

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地

全
体
調
査
の
調
査
結
果
を
基
に
、
非

農
地
対
象
農
地
の
縦
覧
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
業
委
員
が
調
査
し
た
耕
作

放
棄
地
は
、
主
に
耕
作
道
路
が
無
い

水
田
や
山
間
部
の
農
地
な
ど
で
す
。

　

こ
の
対
象
農
地
は
、
解
消
困
難
な

農
地
を
除
き
、
耕
作
放
棄
地
解
消
計

画
等
で
計
画
さ
れ
た
事
業
等
で
、
再

生
利
用
に
向
け
て
解
消
が
図
ら
れ
る

予
定
で
す
。

◎
場
所
＝
指
江
庁
舎

　
農
業
委
員
会
事
務
局

◎
期
間
＝
３
月
31
日
ま
で

◎
時
間
＝
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時

※
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
長
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
（
86
）
１
１
１
１　

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

暮
ら
し
の
便
利
帳
を
発
行

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
循
環
型
社

会
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
発
行
し
、

各
世
帯
へ
配
付
し
ま
し
た
。

こ
の
便
利
帳
は
、
地
域
経
済
の

振
興
と
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
を

図
る
た
め
、
住
民
か
ら
紙
面
広
告
料

を
募
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

便
利
帳
を
有
効
に
活
用
し
、
ご
み

の
減
量
化
と
資
源
化
率
の
向
上
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　

℡
（
84
）
４
８
１
５

「
地
デ
ジ
」
説
明
会
の

希
望
団
体
を
募
集

　

テ
レ
ビ
は
も
う
地
デ
ジ
（
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
）
を
ご
覧
に
な
っ
て
い

ま
す
か
？

　

今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

２
年
後
の
２
０
１
１
年
７
月
に
終
了

し
て
、
地
デ
ジ
に
完
全
移
行
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
２
日
、
新
し
く
設
立
さ
れ
た

総
務
省
鹿
児
島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
ス
ム
ー
ズ
に
地
デ
ジ
に
切
り
替
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
各
地
へ
説

明
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
派
遣
費
は
無
料
で
す
。

○
地
デ
ジ
は
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
と　

　

ど
う
違
う
？

○
い
つ
か
わ
る
？
な
ぜ
か
わ
る
？

○
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
、
ど
う
す
る

　

の
？
・
・
・
な
ど

こ
れ
ま
で
の
相
談
窓
口
で
あ
る
総
務

省
の
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
と
り
つ
つ
、
実
際
に
地
デ
ジ
の

画
面
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
地
デ
ジ
の
基
礎
か

ら
お
答
え
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
自
治
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
の
集
会
、
イ
ベ
ン
ト
に

説
明
員
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
電
話
で
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
鹿
児

島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
年
間
を
通
し
て
随
時
、
説
明
員

を
派
遣
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
の

す
べ
て
の
相
談
も
、
従
来
通
り
「
地

デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
（
07
）
０
１
０
１

※
平
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

　

ま
で
。
土
、
日
、
祝
日
は
午
前
９

　

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で 

労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
労
働
保
険
の

年
度
更
新
手
続
き
は
６
月
１
日
か
ら

７
月
10
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
度
更

新
申
請
書
は
５
月
末
に
送
付
す
る
予

定
で
す
。

　

労
働
保
険
料
等
の
算
定
方
法
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
４
月
１
日
か
ら
翌

年
３
月
31
日
ま
で
に
支
払
う
賃
金
総

額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

地
域
再
生
中
小
企
業

創
業
助
成
金
を
創
設

　

地
域
の
重
点
分
野
で
創
業
す
る
中

小
企
業
事
業
主
に
対
し
、
そ
の
創
業

を
支
援
す
る
た
め
の
助
成
金
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
雇
用
の
改
善
の
動

き
が
弱
い
地
域
に
お
い
て
、
重
点
分

野
で
新
た
に
創
業
し
、
再
就
職
を
希

望
す
る
求
職
者
を
受
け
入
れ
た
場
合

に
、
創
業
経
費
と
労
働
者
の
雇
入
れ

に
つ
い
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

◎
助
成
内
容
＝

・
創
業
経
費
に
対
す
る
助
成

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
雇
入
れ

　

５
人
以
上
で
１
０
０
０
万
円
、
５

　

人
未
満
で
６
０
０
万
円
が
上
限
）

・
雇
入
れ
に
対
す
る
助
成

　

雇
入
れ
労
働
者
１
人
当
た
り
60
万

　

円
（
１
０
０
人
ま
で
）

◎
重
点
分
野
＝
食
品
製
造
業
、
生
産

　

用
機
械
器
具
製
造
業
、
情
報
サ
ー

　

ビ
ス
業
、
飲
食
料
品
小
売
業
、
飲

　

食
店
、
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・

　

介
護
事
業

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
労
働
局

　

職
業
安
定
部
職
業
対
策
課　

　

℡
０
９
９
（
２
１
９
）
８
７
１
２
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